平成２８年度事業報告書
平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで
                                    特定非営利活動法人　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 10(くだまつ),降松)平和の里ハイキングの会
１　事業の成果
・ホームページの開設は設立総会において承認が得られたが、実行への会員からの意見がないうちに、当該ホームページは、CANPANBLOGの情報を山口県民活動支援センターから戴き、その支援を受け２７年５月開設出来た。これと会員によるツイッタ―・フエイスブックを合わせ時代に応じた活用が望まれる。
・事業実施に関し、新聞･テレビ併せて３社の報道を受けた。
　　＊スローハイキング大会TV新聞各１社計２社、桜植樹祭TV新聞各１社計２社で報道された。
　・勉強会,スローハイキング大会,整備事業,桜植樹祭について各回１００か所以上にPRを行い、山口県民
活動支援センターの外、周南市市民活動支援センターからも支援を受けて、更に幅広い周知が出来た。
２　事業の実施に関する事項

（１）　特定非営利活動に係る事業

	事 業 名

(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	(A)当該事業の

実施日時
(B)当該事業の

実施場所

(C)従事者の人数
	(D)受益対象

者の範囲

(E)人数
	事業費
（千円）

	中宮ハイキングコース整備事業

	中宮ハイキングコース(以下、ハイキングコースと言う。)の烏帽子岳・中宮公園付近を整備した。

	(A)28.4～29.2

(B)ハイキングコース烏帽子岳･始発点付近外
(C)延7回58人参加
	(D)市民・県民等不特定多数
(E)500人
　
	２７

	
	平和史跡にふさわしい平和の桜「陽
光桜」と日本伝統美の「しだれ桜」
を対で５箇所に植えた。
	(A)29.3.4
(B)ハイキングコース烏帽子岳･始発点付近外
(C)5か所25人
	(D) 市民・県民等不特定多数
(E)500人
　
	１４



	ハイキングコースを活用した多世代にわたる健康づくり事業
	２０２０年東京五輪開催に合わせハ
イキングコースを活用した国際スポ
ーツ大会開催に繋げるため、勉強会(9.9救命講習等)の実施、10.2のスローハイキング大会をスロージョギング特別講習会として福岡市の日本スロージョギング協会から佐藤紀子先生を招聘(ポイント有り)SJ関連研修会として実施、次年度以降も定着を図る。
	(A)28.9.9普通救命講習10名受講

10.2SJ講習会に

会員35名受講
(B)地元のハイキングコース外
(C)80人

	(D) 市民・県民等不特定多数
(E)1000人
　
	１０



	
	国際大会開催に向け、ハイキングコースを活用し、一般･家族に区分したスローハイキング大会を開
催し、基盤づくりをする。
	(A)29.10.2
(B)ハイキングコース
(C)55人

	(D)市民・県民等不特定多数
(E)500人
　
	４５


	
	「桜植樹」行事に際し、子どもの「記
念植樹者」を募集し、親子参加など
により健康・環境・文化遺産への関
心を高める

	(A)29.3.4
(B)ハイキングコース烏帽子岳･始発点付近外
(C)　50人

	(D)市民・県民等不特定多数
(E)500人
　
	２２




	地域の文化遺産を守り活用する事業
その他
	地域の文化遺産について参加自由の見学・研究会を発足し、講師を呼ぶなどして地元の文化遺産への理解を深め、将来次に掲げる施策へと繋がるように導く。

・「中宮」の世界文化遺産への登録を実現する。　
・史跡「中宮」を「下松市観光案内」等へ掲載する。
・下松市と韓国泗沘市(扶艅郡)とが姉妹縁組して国際文化交流事業を行う。
・先に編纂された「下松市史」に、史跡「中宮」の記述を設け、聖徳太子時代の「星降る町のロマン」を後世に伝へる。
事業実施に向け、理事会･総会･実行委員会等を開催した。
	(A)29.9.8勉強会と5.28･11.5・1.14の見学会４回

(B)下松中央公民館及び周南地域史跡見学
(C)計4回24人
(A)28.4~29.3

(B)下松中央公民館外
	(D) 市民・県民等不特定多数
(E)1000人
(D)会員

(E)100人以上


	２２

０



＜参考＞
　１．扶艅郡(泗沘市)等と姉妹都市(平成の大合併以降)

　枚方市と全羅南道霊岩郡、奈良県と忠清南道、明日香村と扶艅郡、熊本県と忠清南道
　２．泗沘市と姉妹都市(平成の大合併前)
天王寺市、斑鳩町、八代市であったが､その後は不明
以上の傾向から山口県と忠清南道、下松市と扶艅郡の姉妹縁組を希望する。
　事業費計　１４０千円　　(外　管理費　６１千円)
領収書支出合計　　200,779　円　　　　　予算合計１５９(謝金43,512円は別枠)

　　　　２５６，００３　本年度通帳預金額

　　　　

　　　　２００，７７９　本年度通帳支出額

　　　　　５５、２２４　増減　（領収書と通帳が一致）

　　　　

２００，７７９　領収書支払額計　①

　　　　２２０，３０９　前年度末通帳残高　②

　　　　２５６，００３　本年度受け入金額合計　③

　　　　１０８，０００　本年度(２８)会費・寄付金
　　　　１４７，０００　次年度(２９)会費・寄付金

　　　　　　　　　　３　受取預金利息

　　　　　　　　　　０　受取助成金　(市民憲章推進モデル団体に指定)

　　　　４７６，３１２　受取額計　②＋③

　　　　２００，７７９　支払額計　①

　　　　２７５，５３３　差　　引　②＋③－①

　　　　２７５，５３３　本年度末通帳残高

平成２９年度事業計画書
平成２９年　４月　１日から平成３０年　３月３１日まで
特定非営利活動法人EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くだまつ),降松)平和の里ハイキングの会
１　事業実施の方針
・以下の事業を確実に実施することを目標とする。
・前事業年度に発足させたホームページ等を活用して、会員増強と事業参加者の増加を図る。
・新年度総会後、年間スケジュール表による会員の事業参加アンケートを行い、その意思表示に基づき事業を運営し、会員の事業への参加促進と事務効率化を図る。
２　事業の実施に関する事項
(1) 特定非営利活動に係る事業
	事 業 名
(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	(A)当該事業の
　実施予定日時
(B)当該事業の
実施予定場所
(C)従事者の
予定人数
	(D)受益対象
者の範囲
(E)予定人数
	事業費の
予算額
（単位：千円）

	①　中宮ハイキングコース整備事業
②ハイキングコースを活用した多世代にわたる健康づくり事業
③　地域の文化遺産を守り活用する事業
その他
	①中宮ハイキングコース（以下、「ハイキングコース」と言う。）の始発点及び来巻烏帽子ヶ岳付近を整備する。
平和史跡にふさわしい平和の桜「陽光桜」と日本伝統美の「しだれ桜」を対で、ハイキングコースの４箇所程度に植える。
②２０２０年東京五輪開催に合わせハイキングコースを活用した国際スポーツ大会開催に繋げるため、勉強会(救命講習、中宮研究会、史跡見学会)等の実施、福岡市外の同様大会を有志で見学・参加し現地の状況を把握する。
国際大会開催に向け、中宮周辺ハイキングコースを活用し、４ｋｍと８ｋｍに区分したスローハイキング大会を開催し、４ｋｍコースはスロージョギング特別講習会も実施、SJ＋SHの国際大会として定着するよう基盤づくりをする。
「桜植樹」行事に際し、子どもの「記念植樹者」を募集し、親子参加などにより健康・環境・文化遺産への関心を高める。
③周南地域の文化遺産について参加自由の見学・勉強会を開催し、講師を呼ぶなどして地元の文化遺産への理解を深め、将来次に掲げる施策へと繋がるように導く。
・「中宮」の世界文化遺産への登録を実現する。　
・史跡「中宮」を「下松市観光案内」等へ掲載する。
・下松市と韓国泗沘市(扶艅郡)とが姉妹縁組して国際文化交流事業を行う。
・先に編纂された「下松市史」に、史跡「中宮」の記述を設け、聖徳太子時代の「星降る町のロマン」を後世に伝へる。
・「中宮」を守ることにより、周南地域全体の文化遺産を見直し、保全・護持することに繋げる。(「中宮」と関連する周南地域の文化遺産を勉強する。)

事業実施に向け、理事会･総会･実行委員会等を開催する。
	(A)29.9～30.2
(B)ハイキングコース始発点及び来巻烏帽子ヶ岳付近
(D)50人
(A)30.3
(B)ハイキングコース始発点及び来巻烏帽子ヶ岳付近
(C)50人
(A)29.4～30.3の間に４回
(B)ハイキングコース、福岡市・島根県外
(C)5～10人
(A)29.10.1(日)
(B)ハイキングコース
(C)100人
(A)30.3.3(土)
(B)ハイキングコース始発点付近
(C)50人
見学・勉強会
(A)29.4～30.3の間に４回
(B)下松中央公民館･久保公民館　外周南地域・福岡市・島根県など
(C)1回20人程度
(参考)
扶艅郡(泗沘市)等と姉妹都市(平成の大合併以降)
枚方市と全羅南道霊岩郡
奈良県と忠清南道
明日香村と扶艅郡
熊本県と忠清南道
以上の傾向から
山口県と忠清南道
下松市と扶艅郡
の姉妹縁組を希望する

(A)29.4~30.3

(B)久保公民館外
	(D)市民・県民等不特定多数
(E)500人
(D) 市民・県民等不特定多数
(E)500人
(D) 市民・県民等不特定多数
(E)1000人
(D)市民・県民等不特定多数
(E)500人
(D)市民・県民等不特定多数
(E)500人
(D) 市民・県民等不特定多数
(E)1000人
(D)会員

(E)100人以上
	49(千円)
14(千円)
13(千円)
65(千円)
23(千円)
21(千円)
(参考)
泗沘市と
姉妹都市(平成の大合併前)
天王寺市
斑鳩町
八代市
であったが、その後は不明

19千円


	
	


（備考）
１　設立当初の事業年度の事業計画書及び翌事業年度の事業計画書は、それぞれ別葉として作成する。
２　２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして記載する。
事業費の予算額　　合計　２０４　千円

･前事業年度に発足させたホームページ等(会員の協力によりツイッタ―・フェイスブックも)を活用して、会員増強と事業参加者の増加を図る。
・新年度総会後、年間スケジュール表による会員の事業参加アンケートを行い、その意思表示に基づき事業を運営し、会員の事業への参加促進と事務効率化を図る。

事業報告･事業計画

